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《論　文》
『ボヴァリー夫人』講義（中）1）
尾　河　直　哉
五．音
「「つばめ」2 ）が到着した」という文を考えてみましょう。これだけでは「つばめ」の
到着が視認されたのか，聴認されたのかわかりません。いつ，どこで，だれがどのよう
に確認したのかもわからない。わからないというか，この文はそんなことに関心を払っ
ていません。特定の人物の視点や感覚から記述されたわけではないこの文が可能である
ためには，話者がすべてを見通す（聞きとおす？）神の視点を持っていなければなりま
せん。つまり「「つばめ」が到着した」という文は，いってみればイデア的な世界，本
質世界に属していて，可感的，限定的な現実世界には属していないのです。光の章で
「ルアンの大聖堂が偉容を誇っていた」という文例を示しましたが，これに相当する文
例です。
次にこれを「「つばめ」が到着する音がした」としてみましょう。少なくとも視認で
はなく，音で到着が確認されたことはわかります。音がしたからにはその音を聞いた人
間がいたとしてもおかしくありません。ただ，その人間が本当にいたのかどうかは推論
の域を出ない。底意地の悪いイデアリストの神＝話者だったら，「音はしたけどだれも
聞いてなかったかもしれないじゃないか」と屁理屈をこねるかもしれない。文はまだ半
ばイデア界に足をつっこんでいるわけです。
「「つばめ」が到着する音が聞こえてきた」と書けば，聞こえた人間の存在がかなりリ
アルになってくるでしょう。文はだいぶイデア界を抜け出して現実界に足を踏みこんで
います。ただ，だれが聞いたかという視点（聴点？）の問題はあいかわらず残る。
14．　六時に，広場で金
かなもの
物をたたきつけるような音がした。「つばめ」が着いたので
ある。
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　A six heures, on entendit un bruit de ferraille sur la place : c’était l’Hirondelle 
qui arrivait 3 ）; 
これが『ボヴァリー夫人』の文です。場面は，エンマの葬儀に参列する客を乗せた
「つばめ」が到着する条
くだり
。邦訳では自動詞的な「音がした」となっていますが，不定人
称のonを主語とする動詞entenderの単純過去を使っています。直訳すれば「六時に，ひ
とは広場で金
かなもの
物をたたきつけるような音を聞いた」となります。「六時」と時刻は限定
されてはいるし，「金
かなもの
物をたたきつけるような音」という形容があって，音をかなり個
別化，特定化しています。そしてなにより音がだれかの耳に届いたことがわかる。ただ，
音を聞いた主体＝主語が不定人称のonにとどまっていて，視点はあいかわらず曖昧で
す。ハイパーリアリティーという理念型があるとして，それを一方の極に置くとすれ
ば 4 ），この文はイデア世界とハイパーリアリティーの中間あたりにあるといえるかもし
れません。
ところで，この「「つばめ」の到着する音がきこえてきた」という文に「遠くから」
という語句を加えて，「「つばめ」の到着する音が遠くからきこえてきた」としてみたら
どうでしょうか？ 視点の位置はあいかわらず曖昧なものの，空間のリアリティーが
ぐっとせり出してこないでしょうか？『ボヴァリー夫人』音の描写には，「遠くに」と
か「遠くの方で」とか「遠くから」とか「遠くの」という語句が頻繁に伴っています（引
用集のＥをご参照ください）。一例をあげましょう。
15．そのとき，遠く遠く森のかなた，別の丘の頂に，かすかな長い叫び声，尾をひく
ような一つ声が聞こえた。たかぶった神経の名
な ご
残りのふるえのなかに，まるで音
楽のようにとけこむその声をエンマはしずかに耳をすまして聞きいった。
Alors, elle entendit au loin, au-delà du bois, sur les autres collines, un cri vague 
et prolongé, une voix qui se traînait, et elle l’écoutait silencieusement, se mêlant 
comme une musique aux dernières vibrations de ses nerfs émus. 5 ）
ここでの主語はelle，つまりエンマです。エンマと声の発生源は遠く離れていて，間
には空間というか，声の振動（エンマの神経の「ふるえ」＝vibrationが隠
メタファー
喩と同時に
換
メトニミー
喩を通して声の振動を感じさせています）を伝える大気が分厚く介在している。「遠
くに」という語句は，この空間の広さ，音が〈現れ〉る場の広さを強く印象付ける効果
があります。言い換えれば，「遠さ」によって音源＝起源（声の持ち主）と音＝分
ダ ブ ル
身（耳
に届く声）が限りなく引き離され，音を聞く者は後者によってのみ意識が奪われるので
す。限りなく起源の遠のいた音＝分
ダ ブ ル
身。まさに音の〈現れ＝顕現〉apparitionといって
よいでしょう。
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こうして，音の振動が伝播する空間の広さと，分
ダ ブ ル
身を起源から分かつ距離を強調する
ことによって音の起源よりもその分
ダ ブ ル
身に意識を向かわせるもののひとつが，これら「遠
さ」を表す語句でした。実はもうひとつ，起原（音源）よりもその分
ダ ブ ル
身に意識を向かわ
せるシステムがあります。反響です。反響のばあい起源（音源）と音波受信者とのあい
だはさほど離れていないかもしれません。しかし反響は，音の振動が伝播する空間の存
在をいやおうなく印象付けると同時に，耳に到達する音が，壁などを〈媒介〉として
いくども屈折と反射を繰り返しながら届く音の間接的な分
ダ ブ ル
身であることを教えてくれる
のです。「遠さ」が幾重にも折りたたまれて一定の広さをもつ空間内に押し込まれたと
いってよいでしょうか。
16．　玄関は大理石を敷きつめ，天井が非常に高く，足音や人声が寺院のようにひび
いた。正面には，まっすぐな階段がついており，左手には庭に面した廊下があっ
て，それが玉突室に通じていた。象牙の玉のふれ合う音が，はや戸口から聞こえ
ていた。
　Il était pavé de dalles en marbres, très haut, et le bruit des pas avec celui des 
voix y retentissait comme dans une église. En face montait un escalier droit, et 
à gauche une galerie donnant sur le jardin conduisait à la salle de billard, dont 
on entendait, dès la porte, caramboler les boules d’ivoire. 6 ）
再びヴォービエサールの館です。反復を表す接頭辞re-のついた動詞retentirで示され
る反響は，カット・ガラスに反射しあうろうそくの光と同じように，ここでは城館の豪
華さを暗示しています。ビリヤード室からは「象牙の玉のふれ合う音が，はや戸口から
聞こえてい」る。この「はや戸口から」（dès la porte）という副詞的語句が「遠くから」
といった表現と同じ効果をもっていることにお気づきだと思います。つまりここでは音
が響き渡る空間が強調されているのです。面白いのが音の反響描写のすぐあと登場する
ビリヤード。ビリヤードが球と球，あるいは球と側面をぶつけて「反射」させるゲーム
であることはご存じのとおりです（プレーヤーは入力角＝反射角という物理法則を駆使
して白玉を突く）。ところが反響もまた，まさに音がなにかにぶつかって起きる反射に
ほかなりません。ビリヤードの球の反射が，その連続した衝突音とともに，まるで音の
粒子（？）のふるまいを説明するためのモデルのようにさえ読める。ビリヤードのイ
メージが換喩的に（そして潜在した隠喩として）反響のイメージを強めていることは間
違いないでしょう。
反響とは光の反射のように音がなにかに当たって跳ね返る現象ですが，その跳ね返っ
た音をエコー（谺
こだま
）といいます。エンマがパリへの憧憬を募らせ，パリの社交界を想像
するとき，このエコーという言葉が表れます。
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17．それはどこかほかのところ，舞台の上などでかなでる曲，客
サ ロ ン
間で歌う曲，夜はか
がやかしいシャンデリアの下で踊る曲，それはエンマの身にせまる社交界の谺
こだま
で
あった。
C’étaient des airs que l’on jouait ailleurs, sur les théâtre, que l’on chantait dans 
les salons, que l’on dansait le soir sous des lustres éclairés, échos du monde qui 
arrivaient jusqu’à Emma. 7 ）
échos du monde qui arrivaient jusqu’à Emma―直訳すれば「エンマにまでやっ
てくる社交界のエコー」。社交界が奏でる音（曲）のエコー（音の反復もしくは音の
分
ダ ブ ル
身）が，遠くヨンヴィルにいるエンマのところまでパリからはるばるやってくるとい
うわけです。ここではarriver（やってくる）という動詞が，エコーを伝える空間の広
さ（ここではパリとヨンヴィルを隔てる物理的，象徴的距離）を印象づけていることに
気がつくと思います。
反響やエコーは起源の音が固い抵抗物に当たって反射したときの反復として〈現れ〉
ます（事情は光の反射と同じです）。しかし，起源の音自体が，反射によらずに自らを
反復することによって，反響やエコーに近い効果を生んでしまうばあいがある。絹の
傘に雨だれがポツリポツリ落ちる音や，鐘がひとつひとつ鳴る音。リボンが風にはたは
たとなびく音。羽ばたきような音。さらには自分の頭のなかがズキンズキンと鳴ったり，
血管がドクドクと脈打つ音をエンマやレオンは耳にしていますが（引用集Ｅを参照の
こと），これらがそれです。こうした反復する音も反響やエコーによく似ている。同じ
テーマ系に属すると考えられるでしょう。
ところで，こうした反復音のリズムを加速し，反復の間隔を極限まで縮めていっ
たらどうなるでしょうか？ bourdonnement（ぶんぶんいう音，低くうなる音），
ronflement（いびきのようなうなり），râle（ぜいぜいいう音）が出現しないでしょう
か？ シャルルがエンマとの結婚前にベルトーの家を訪ねていたときの一場面の，あの
すばらしい映画的な描写でも「蠅が食卓の上で，飲み捨てたコップを伝ってのぼり，底
に残ったリンゴ酒のなかにはまりこんでブンブンいって（boudonner）い」ました（引
用集Ｅを参照してください）。こうしたぶんぶんと低くうなる音に対する『ボヴァリー
夫人』の嗜好性＝志向性は，じつは反復音にたいする全般的な嗜好性＝志向性から生じ
ているのではないか，とわたしは考えています。
18．パリ！ なんという大きな感じのする名！ 彼女はその名を小声に繰り返しては
楽しんだ。それは伽
が ら ん
藍の大釣鐘のように彼女の耳にいんいんと鳴りひびき，ポ
マード入れのレッテルの上からさえ，燦
さんぜん
然と彼女の眼にかがやくのであった。
Comment était ce Paris ? ! Quel nom démesuré ! Elle se le répétait à demi-voix, 
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pour se faire plaisir; il sonnait à ses oreilles comme un bourdon de cathéderale! 
il flamboyait à ses yeux jusque sur l’étiquette de ses pots de pommade. 8 ）
パリに憧れるエンマの頭のなかでは，「伽
が ら ん
藍の大釣鐘」が「いんいんと鳴りひび」
いています。「伽
が ら ん
藍の大釣鐘」にあたる個所は原文でun bourdon de cathederale です。
bourdonは「大きな鐘」と同時にマルハナバチ類も指します。「ブルドン」という音を
もつこの語は，「ブーン」と低くうなる音に由来するのではないかと思います。昆虫の
ぶんぶんいう羽音や機械などのうなりをいうbourdonnementはもちろん，このbourdon
が立てる音そのものを指しています。いっぽう，「いんいん」という古めかしい表現は
「殷殷」という漢字が充てられ，『広辞苑』によれば「音のさかんなさま。雷や大砲や車
などの音のとどろくさま」をいうそうです。語句はふるめかしいけれど，「いんいん」
といういかにも低く響く音色と 9 ），「いん」の音を二度繰り返しているところが反復を
よく表現していて気に入っています。カテドラルの鐘と同時にその低く響く音色までも
析出して訳し出した「いんいんと鳴りひび」く「伽
が ら ん
藍の大釣鐘」。bourdonの訳として
なかなかの名訳だと思いませんか？
ところで，この鐘の低い反響音にエンマの口からもれる「パリ」という言葉の反復が
隠喩をとおして重ねられています。テクストもこのbourdonという語のなかに同じ音の
反復を聞き取って，それをエンマの口から出る言語音の反復に重ねたわけですね。エン
マはきっと「パリ…パリ…パリ…パリ…」と低くつぶやいたのでしょう。こうしたうな
る音と言語音の反復の親近性，隣接性は，次の引用にも見て取ることができます。
19．しかしエンマの顔が始終シャルルの眼の前にうかんできた。するとこま
0 0
のうな
るような単調ななにものかの声が耳もとに鳴った。「ではお前，結婚したらどう
だ！ 結婚したら！」
Mais la figure d’Emma revenait toujours se placer devant ses yeux, et quelque 
chose de monotone comme ronflement d’une toupie bourdonnait à ses oreilles : 
《Si tu te mariais, pourtant ! si tu te mariais !》10）
結婚前，シャルルは，自分がエンマを好ましく思っていることさえ意識できません。
ただ，どうしてもエンマの姿が思い出されてしまいます。そこへ独楽のうなるような
音が聞こえてくる。ronflementという語はぶんぶんとうなる音で，bourdonnementとほ
ぼ同じ意味です。事実，ronflement d’une toupie（独楽のうなり）を主語とする動詞に
はbourdonnement の動詞形であるbourdonnerが使われている。そしてこの独楽のうな
る音が比喩をとおして重ねられるのが，《Si tu te mariais, pourtant ! si tu te mariais !》
という他ならぬ言語音の反復なのです。まるで先行する言語音を反射する鏡のような
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pourtantが間に挿入されていて，Si tu te mariaisが二度繰り返されている。「単調なな
にものか」（quelque chose de monotone）の「単調な」という形容詞は，それが反復に
すぎないことを物語っていますが11），ここではさらに主語のtuとréflexifな再帰代名詞の
teが反射的な反復の印象をいっそう強めています。こうしてbourdonnementをはじめと
する「うなり」は言語音の反復との親近性をはっきり示している。すなわち，すでに述
べたように，「うなり」とは音の反復を加速し，その間隔を縮めていったときの極限的
な姿だと考えらえられるのです。
とはいえ，この言語音の反復はこうした「うなり」と隣接した場面だけに特権的に現
れるわけではありません。言語音の反復の事例は，テクストの冒頭から掉尾にいたる
までテクスト全般にわたっていて，じつに70か所近くも指摘できるのです。「いえ，い
え」などの単純な反復を加えればその数はさらに増えるでしょう。言語音の繰り返しを
芸もなく引用してもそれこそ退屈ですから，引用集には代表的なものだけをほんの数例
ピックアップするにとどめました（引用集Ｅを参照）。ここでは最初の例と最後の例だ
けを見ておきましょう。最初の例は，作品の冒頭，教室に入ってきた新入生のシャルル
が教師に名前を言えと言われ，生徒たちに囃し立てられる場面です。
20．　「起立して名をいいたまえ」と先生は言葉をつぐ。
　　　「新人」はせき込んで，訳のわからぬ名を名乗った。
　　　「もう一度！」
　　　組みじゅうの罵
ば
声
せい
に打ち消されて，同じ早口の声が聞こえた。
　　　「もっと大きく！」と教師は叫んだ。「もっと大きく！」
　　 　そこで大決心をふるい起こした「新人」は開口一番，誰か人でも呼ぶように，
声を限りに「シャルボヴァリ」と絶叫した。
　　 　どっとはげしい騒ぎが起こって，金切り声とともにしだいしだいに高まった
（皆はわめき，足をふみ鳴らして，「シャルボヴァリ！ シャルボヴァリ！」と繰
り返した）。
　　　《 Levez-vous, reprit le professeur, et dites-moi votre nom. 》
　　　Le nouveau articula, d’une voix bredouillante, un nom inintelligible.
　　　《 Répétez ! 》
　　 　Le même bredouillement de syllabes se fit entendre couvert par les huées de 
la classe.
　　《 Plus haut ! cria le maître, plus haut ! 》
　　 　Le nouveau, prenant alors une résolution extrême, ouvrit une bouche 
demusurée et lança à pleins poumons, comme pour appler quelqu’un, ce mot : 
Charbovari.
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　　 　Ce fut un vacarme qui s’élança d’un bond, monta en crescendo, avec des éclats 
de voix aigus （on hurlait, on aboyait, on trepignait, on répétait : Charbovari !  
Charbovari ! ）12）
ここに登場するシャルル，教師，生徒（皆）の三者ともが，反復の魔にでも憑りつか
れたようにそれぞれ同じ言葉を反復しています。まずシャルルは自分の名を三度繰り返
している（はずです）。一度目はせき込んで。二度目は教師の「もう一度」という催促
に応えて。三度目は教師の「もっと大きく」という催促に応えて。シャルルに「反復
せよ」と要求した教師自身が「もっと大きく！」という自らの言葉を二度反復してい
る。そしてシャルルの口にした「シャルボヴァリ」13）という言葉を反射でもするように
「皆」が二度反復しています。三者ともが，自らの音声を，あるいは他者の音声を，ま
るでエコーのように反響させ，繰り返しているのです。耳にした他人の言葉をオウム返
しに反復するエコラリアという発達障害がありますが，テクスト全体がこのエコラリア
のようになっているといったらよいでしょうか。しかもそのエコラリアは自らの言葉に
まで及んでいるのです。
テクスト最後のエコラリアの場面では，シャルルが自らの言葉を反復しています。エ
ンマの葬儀も終わり，エンマとロドルフが不倫関係にあったことも知ったシャルルは最
後にロドルフと対面します。
21．　「私はあなたを恨みはしません」
　　　ロドルフはだまっていた。するとシャルルは頭をかかえ，張りのない声で，無
限の苦しみをじっとあきらめた語調で，
　　　「そうです，私はもうあなたを恨みません」
　　　《 Je ne vous en veux pas 》，dit-il.
　　 　Rodolphe était résté muet. Et Charles, la tête dans ses deux mains, reprit d’
une voix éteinte et avec l’accent résigné des douleurs infinies :
　　　《 Non, je ne vous en veux plus ! 》14）
シャルルの眼前にはロドルフいます。シャルルが「私はあなたを恨みはしません」と
発話する。しかしロドルフはだまっている。すると相手の沈黙に堪えられなくなったの
か，シャルルはまるで自分自身にでも言うように，自らの発した言葉とほとんど同じ言
葉をもう一度反復する（二度目の発話にはnonが加わり，pasがplusに替わっているだけ
です）。この場面ではロドルフの沈黙が，シャルルの（ほぼ）同じ発言を反射し反復さ
せるいわば鏡のような働きをしています。反復される言語音の間にはすべて，目に見え
ない鏡が差し挟まれていると考えてよいかもしれません。
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言語音の反復が音の反
エ コ ー
響や光の反射と同じテーマ系を構成することはもはや言うま
でもないと思います。日本語には反響，反射，反映をひとことでまとめに括る語はあ
りませんが，英語ならreflection，フランス語ならréflexionがこれにあたります。この
réflexionを最も鮮明な形で印象づけるのがまさにこの「鏡」です。『ボヴァリー夫人』
には鏡が頻出します。次にこの鏡のテーマ系を見てみましょう。
六．鏡
鏡には室内を広く豪華に見せる働きがあります。現在でも店舗のデコレーションに鏡
を効果的に使ったものがありますが，19世紀の店舗の装飾などにもよく使われていたこ
とは，ヨーロッパの老舗カフェなどに行くと一面鏡張りの室内がたくさんあることから
も確認できるでしょう。しかし，ヴェルサイユ宮殿の鏡の間が1666年のマンサールによ
る増築のときにつくられたことからもわかるように，鏡はかなり以前からデコレーショ
ンとして使われ，豪華さの指標になっていたようです。したがって『ボヴァリー夫人』
に登場する鏡がこの豪華さのコノテーションを担っていたとしても不思議はありません。
鏡になにかが映っている描写がなかったとしても，鏡が存在するだけでなにがしかの効
果はあるわけです。ただ，たとえばシャルルが瀉血をするときに血液が姿見の鏡にサッ
とかかる描写など，描写としてあまりに鮮烈なだけに，ここにいったいどういう効果が
あるのかいぶかってしまいます（引用資料のＦをご覧ください）15）。
しかしながら，鏡はオブジェや人を映し出しているときにその魅力を最大限に発揮し
ます。これまで光，影，煙，湯気，匂い，音といったテーマ系をとおして，テクストや
登場人物たちが，オブジェや人の起源的実体ではなく，そこから発する分
ダ ブ ル
身という〈現
れ〉にこそ敏感に反応し，感応＝官能しているさまを見てきました。鏡のばあいも，こ
れとまったく同じことがいえます。鏡に映し出されたオブジェや人，つまり鏡に〈媒
介〉された分
ダ ブ ル
身に眼を向けるときにこそ，テクストの意識は繊細で敏感になるのです
（引用資料のＦをご覧ください）。glaceやmiroirといった固有の鏡でなくてもかまいま
せん。オブジェや人を映せば水鏡でもいいし，眼だっていい。エンマの眼が一種の鏡に
なってシャルルがそこに映った自分の姿を見るという，ほとんどアクロバティックな描
写を見てみましょう。
22．こうして近くから見ると，彼女の眼はよほど大きく見えた。眼をさまして，幾度
も目ばたきするとことさら大きく見えた。その眼は陰
かげ
では黒く見え，日なたでは
濃
こ
い青に見えた。つぎつぎに色の層ができていて，なかの方は濃く，エナメルの
面へ近づくにつれ次第次第に薄れていた。シャルルの視線はこの深淵のなかに吸
いこまれた。するとそこに薄絹を頭に巻きつけ，寝間着の胸をはだけた自分の姿
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が肩の辺まで小さく映って見えた。
Vus de si près, ses yeux lui paraissaient agrandis, surtout quand elle ouvrait 
plusieurs fois de suite ses paupières en s’éveillant ; noirs à l’ombre et bleu foncé 
au grand jour, ils avaient comme des couches de couleurs successives, et qui, 
plus épaisses dans le fond, allaient en s’éclaircissant vers la surface d’émail. Son 
œil, à lui, se perdait dans ces profondeurs, et il s’y voyait en petit jusqu’aux 
épaules, avec le foulard qui le coiffait et le haut de sa chemise entr’ouvert.16）
エンマの黒い大きな瞳がどんどんクローズアップされ，ついには画面いっぱいに広が
る。するとそこには覗き込んでいるシャルルの姿が見えるのです。なんたる描写！ こ
んな描写が19世紀の小説において達成しえたなんて，信じられるでしょうか？ ほとん
ど，20世紀の映画をまって初めて到達しえたレベルの描写です。いずれにせよ，シャル
ルはエンマの眼に映った自らの姿，エンマの眼という鏡に〈媒介〉された自らの分
ダ ブ ル
身に
魅了されているわけです。こうして人が自分自身の姿＝分
ダ ブ ル
身を映し出すときになにが起
きるのでしょうか？
エンマに出会ったシャルルは幸せな気分で自身の姿を鏡に映します。
23．彼はあてのない望みをいだき，とりとめもない幸福を感じていた。彼は鏡の前で
頬髯にブラシをあてながら，男前が上がったぞと思った。
Il avait un espoir sans but, un bonheur vague ; il se trouvait la figure plus 
agréable en brossant ses favoris devant son miroir.17）
人は自分の姿を普段見るわけにはいかないのですから，鏡に己の姿を映してみるまで
自分の姿はわかりません。したがって，「男前が上がった」という評価は鏡を見ないか
ぎり不可能であることは理の当然です。しかし問題は，それが理の当然であるかどう
かにあるのではなく，その理の当然を小説中に持ち込んだどうかにあります。『ボヴァ
リー夫人』はそれを持ち込んだ。持ち込んだのはテクストが分
ダ ブ ル
身にたいして関心を抱
き，敏感だからです。そして分
ダ ブ ル
身にたいするこの敏感さのなかにいる読者は，この「男
前が上がった」という評価がまるで鏡のなかの分
ダ ブ ル
身からやってきているように感じられ
る。つまり，起源である鏡の前のシャルルが「男前が上がった」とあらかじめ思ってい
て，それを鏡の中の分
ダ ブ ル
身に確認したという順序ではなく，鏡の中の分
ダ ブ ル
身こそが「男前が
上がった」という評価を逆に起源であるシャルルにもたらしたように思えるのです。
鏡をのぞき込むエンマにもこれと同じようなことが起こっています。レオンとの最初
のプラトニックな恋を断念したエンマは鏡をのぞき込みます。
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24．自分はあの人をしりぞけ過ぎた，もう遅い，何もかもお終いだと，そんなことを
思いつづけた。するとまた，「自分は貞淑なのだ」といいうる喜び，あきらめた
しな
0 0
をして鏡に自分の姿をうつす喜びが，みずから払っていると信じている犠牲
の苦しみを，多少は慰めてくれるのであった。
Elle songeait qu’elle l’avait repoussé trop loin, qu’il n’était plus temps, que tout 
était perdu. Puis l’orgueil, la joie de se dire : 《 Je suis vertueuse 》, et de se 
regarder dans la glace en prenant des poses résignées, la consolait un peu du 
sacrifice qu’elle croyait faire.18）
「自分は貞淑なのだ」という評価はどこからきたのでしょうか？ たしかに微妙です。
文中ではまず「自分は貞淑なのだ」と自らに言う誇りと喜びが先に記されていて，「そ
して」（et）が置かれた後で，あきらめのポーズを取った自らの姿を鏡の中に見る誇り
と喜びが記されている。しかし，あきらめきったポーズを取った自分の姿を鏡のなかに
見たということが，「自分は貞淑なのだ」という評価を少なくとも「強めた」というこ
とだけは間違いないように思えます。少なくとも，鏡の中にあきらきったポーズを取っ
た自らの分
ダ ブ ル
身を見たからこそ「自分は貞淑なのだ」という評価，あるいは認識をもった。
つまり分
ダ ブ ル
身が「自分は貞淑なのだ」という評価や認識を起源的実体にもたらしたと考え
られるのです。
ロドルフと恋に落ちたあとでもエンマは鏡のなかに自分自身を見ます。
25．　しかし自分の姿を鏡の中に見たとき，エンマはわれとわが顔に驚いた。眼がこ
んなに大きく，こんなに黒く，こんなに深ぶかとしていたことはついぞなかった。
ある霊妙なものが全身にめぐって，エンマの姿を一変させたのであった。
　　エンマは，「私には恋人がある！ 恋人がある」と繰り返した。
　Mais, en s’apercevant dans la glace, elle s’étonna de son visage. Jamais elle 
n’avait eu les yeux si grands, si noirs, ni d’une telle profondeur. Queqlque chose 
de subtil épandu sur sa personne la transfigurait.
Elle se répétait : 《 J’ai un amant ! un amant ! 》19）
「私には恋人がある」という認識はどこから来たのか。事実関係からするとエンマは
このときロドルフと恋人になっていたわけですから，それを前提に考えるなら，たんな
る追認ということになるかもしれません。つまり，前意識あたりに纏綿していた認識を，
鏡はっきりとエンマの意識の表面上に引き出したのだと。エンマは恋をした。恋がエン
マの姿を変えた（「眼がこんなに大きく，こんなに黒く，こんなに深々としていたこと
はついぞなかった」）。変わった自分自身にエンマは鏡のなかではじめて気づいた。どう
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して変わったのだろう。きっと恋をしたためだろう（それにしても「ある霊妙なものが
全身にめぐって，エンマを一変させたのであった」という恋心と外貌の変化との因果関
係の説明はだれが発しているのでしょうか。なかなか微妙です。話者が外部から割り込
んで説明したとも考えられるし，多かれ少なかれエンマの心の中で起こった理解を話
者が自由間接話法で報告したとも考えられる）。うすうす感じていたとおり，わたしは
やっぱり恋をしているのだ。ということはわたしには恋人があるのだ，という理路にな
るわけです。
しかし，表向きはこうした論理が通っているとしても，やはり鏡の〈媒介〉なしでエ
ンマがこうした認識に到達できるのかはなはだ疑問です。というより，鏡を〈媒介〉に
してはじめてエンマが確たる認識をもったことを「描いている」という事実は動かしよ
うがない。この事実を重視するなら，一方では表向きの論理もありながら，やはり意味
や認識（「私には恋人がある」）は，鏡に〈媒介〉された分
ダ ブ ル
身の方からやって来たのだと
考えることもできると思います。少なくとも鏡を見なければこの認識はエンマにやって
こなかったでしょう。
それにしても「恋をしている」ことが，そのまま「恋人がある」を意味するでしょう
か？ ちょっと本筋からそれますがこの問題を考えてみたいと思います。ここには明ら
かに論理上の飛躍があります。恋心がもたらした外貌の変化を認識したのなら，素直に
考えれば「わたしは恋をしている」という実存的な感慨に落ち着くはずです。したがっ
て，原文は《 Je suis amouresue ! Je suis amoureuse ! 》とならなければおかしい。と
ころがエンマは横道に逸れるというか，なにかをすっ飛ばして「わたしは恋人をもって
いる」という認識に至っています。つまりエンマにとって恋は自分自身の幸福という実
存的な問題であるよりも，見栄というか，社会的な認知の問題になっているわけです。
これを社会的な紋切型と言ってもよいでしょう。つまり，世間であれほど噂され，小説
のなかにあれほど書き込まれた「恋人」というものを自分もついにもつことができたこ
と。そういうご身分になったことにエンマは嬉々とし，得々としているのだ，そう考え
られるのです。そもそも引用24でエンマが自らを鏡に映しながら到達した「自分は貞淑
なのだ」という認識も社会的な紋切型ではないでしょうか？ 世間で言われるところの
「貞淑さ」を獲得したことに安心している（あるいは得々としている）エンマ。鏡のな
かのエンマの分
ダ ブ ル
身が起源的実体であるエンマにもたらす認識は，所詮紋切型にすぎない
のです。
フロベールにおける紋切型についは，研究者のあいだで一大部門を形成しているほど
の大問題です。ここで軽々に踏み込むつもりはありません。ただ，わたしがいま追って
いるテーマ系とのかかわりで，ひとつだけ指摘しておきたいことがあります。紋切型の
本質とは，反復される言葉だということです。紋切型とは，社会のなかで繰り返し反復
された結果，沈殿し形成された発想や認識や話型や言葉にほかなりません。当然その発
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想，認識，話型，言葉の起源は忘れ去られます。というか，紋切型になる条件は起源の
抹消にあると言ってよいかもしれない。起源的実体（いつ，だれが，どのような文脈で
その言葉を発したか）は完全に忘却される。これを，社会に〈媒介〉され尽くされた
言葉と言い換えることができるかもしれません。他人の言葉を自分の言葉として忠実に
（あるいはほぼ忠実に）反射し，反映し，反復しあうなかで紋切型は生まれます。つま
り紋切型とはこれまで見てきた反復や反射や反響のテーマ系と切っても切れない深い縁
があるのです。
もうお気づきの方もいらっしゃると思いますが，引用25でエンマは「『私には恋人が
ある！ 恋人がある』と繰り返し」ています。紋切型の言葉を反復しています。自分の
ことばを繰り返すエコラリアについては 5 章で指摘しました。そもそも「恋人がある」
という紋切型を口にする者は他人の言葉を反復するだけのエコラリアなのですが，「恋
人がある！ 恋人がある」と繰り返すエンマはその社会的反復をさらに引用し，自ら繰
り返す多重のエコラリアだということになります。ここにフロベールにおける紋切型の
問題系と，わたしがいま追っている反映，反響，反復の主題系との深い結びつきが感得
できると思います。社会的な言葉の反復・反響である紋切型に敏感なエンマが，起原的
実体である自己よりもその反映である鏡のなかの分
ダ ブ ル
身の方に敏感であることは当然と
言ってよいかもしれません。そもそも『ボヴァリー夫人』のテクスト全体が，起源的実
体よりも光の反射，影，湯気，埃，匂い，音の反響といったその分
ダ ブ ル
身の方にはるかに敏
感なのですから，そうした点からも紋切型の問題系との深い関係を指摘できるはすです。
話を本題に戻しましょう。
次の引用になると，決定的ななにかをもたらすのがむしろ分身(ダブル)の方であるこ
とは，もはや否定しようがありません。
26．　「絶望するには及ばなかったのかもしれぬ」とシャルルは考えた。
　なるほどエンマは，まるで夢からさめたように，静かにあたりを見廻した。そ
して，はっきりした声で鏡をかしてほしいといい，しばらくの間その鏡にをのぞ
き込んでいたが，やがて，その眼からは大粒の涙がはふり落ちた。とエンマはひ
とつため息をついて，頭を反り返らせ，枕の上にばったり倒れた。
　《 Il ne fallait peut-être pas se désespérer 》, pensa-t-il.
En effet, elle regarda tout autour d’elle, lentement, comme quelqu’un qui se 
réveille d’un songe, puis, d’une voix distincte, elle demanda son miroir, et elle 
resta penchée dessus quelque temps, jusqu’au moment où de grosses larmes lui 
découlèrent des yeux. Alors elle se renversa la tête en poussant un soupir et 
retomba sur l’oreiller.20）
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借金に迫られ破局に淵に追いやられたエンマは砒素を飲んで自殺を図ります。しかし，
ちょっと意外なのですが，読者が予想するほどすぐには死にません。毒に苦しみながら
も，しばらくは小康状態を保っているのです。そして，いっときは，このままよくなる
のではないかという期待まで周囲の人間に持たせるほど症状が軽くなる。事実，シャル
ルは「絶望するには及ばなかったのかもしれぬ」と考えています。ところが，このま
ま悪夢から覚めて生き延びるのではという素振りさえ見せたエンマは，鏡をもって来さ
せ，自分の姿をそこに映すとばったりと倒れてしまう。そしてこの後すぐに症状が悪化
し，たちまちのうちに死んでしまいます。エンマは鏡を見ると死んでしまうのです。死
という出来事が鏡の分
ダ ブ ル
身の方から起源的実体であるエンマへとやってくるわけです。
こうして鏡は起源的実体を忠実に反映するだけの副次的，二次的な分
ダ ブ ル
身にとどまらず，
むしろ起源を越えた重要性や意味をもち，それを起源に与えています。分
ダ ブ ル
身の方にこそ
意味＝重要性がある。言ってみれば，鏡という〈媒介〉を経て〈現れ〉る分
ダ ブ ル
身の方こそ
が起源的実体に意味をもたらしているわけです。なにか（意味，価値，出来事など）を
もたらすのはなにも鏡ばかりではあません。「窓」もまた同じような働きをしている場
合があります。次章ではおおまかに「媒介」という言葉で括った機制を見てゆくことに
したいと思います。
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